
文

中

、

「

飛

貫

中

」

な

る

言

葉

に

目

が

止

ま

り

ま

し

た

。

鋭

く

貫

通

力

の

あ

る

中

り

を

云

う

由

。

 

か

つ

て

、

林

先

生

が

指

導

中

に

、

我

々

が

目

指

す

の

は

、

会

で

的

を

手

許

に

引

き

よ

せ

何

時

離

れ

て

も

中

る

状

態

で

あ

る

「

在

的

」

で

あ

り

、

貫

通

力

の

あ

る

「

貫

的

」

で

は

な

い

、

と

話

さ

れ

た

こ

と

が

想

い

出

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

〇

一

三

年

十

一

月

十

七

日

 

井

田

 

晃

記

 
  

 
 

  
 

馬

見

塚

 

昭

久

著

「

霊

箭

 

阿

波

研

造

物

語

」

（

日

本

武

道

館

、

平

成

十

八

年

六

月

刊

）

 

  

本

書

は

、

阿

波

研

造

の

一

生

を

描

い

た

も

の

で

、

人

と

の

出

会

い

（

関

孝

和

尚

、

木

村

時

隆

、

本

多

利

実

、

大

平

善

蔵

、

安

沢

平

次

郎

、

神

永

政

吉

、

オ

イ

ゲ

ン

・

ヘ

リ

ゲ

ル

他

）

と

逸

話

を

交

え

、

常

に

よ

り

高

い

弓

の

境

地

を

目

指

す

姿

勢

と

過

程

が

物

語

と

し

て

示

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

本

書

で

は

弓

道

八

節

な

ど

技

術

的

な

内

容

に

は

触

れ

て

い

ま

せ

ん

。

 

文

中

、

「

飛

貫

中

」

な

る

言

葉

に

目

が

止

ま

り

ま

し

た

。

鋭

く

貫

通

力

の

あ

る

中

り

を

云

う



 
 

 

  
 

 



  

 


